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決算概要 連結損益の状況

売上総利益率の向上と会計処理変更に伴う研究開発投資を除く

諸経費削減、輸入品の為替差益等により、営業利益が増益

単位：百万円 2009.03 2010.03 増減額 増減率

売上高 ８９，５５１ ８８，１４７ -１，４０４ -１．６%

売上総利益 ３９，００２ ４０，３９２ １，３９０ ３．５%

販売費及び一般管理費 ３２，２８２ ３３，３９３ １，１１１ ３．４%

営業利益 ６，７１９ ６，９９９ ２７９ ４．２%

経常利益 ６，７１１ ７，００６ ２９５ ４．４%

当期純利益 ３，７７０ ３，４９８ -２７１ -７．２%

為替レート：ドル １０１円 ９２円 ９円の円高

ユーロ １４３円 １３０円 １３円の円高
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売上高増減要因

89,551

-119

88,147

＋890

2009年03月実績
2010年03月実績

生体検査装置 治療装置 その他

ｰ1.6％

＋4.0％

ｰ1.6％ｰ6.5％ -1.9％

生体情報モニター

単位：百万円 2009.03実績 2010.03実績

生体検査装置 ２４，４８６ ２２，８９９

生体情報モニター ６，１８９ ６，０７０

治療装置 ３６，５６０ ３５，９７２

その他 ２２，３１４ ２３，２０４

売上高合計 ８９，５５１ ８８，１４７

（単位：百万円）

-1,587
-588
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海外地域別・売上高概要

2010.03
3,092百万円

2009.03
4,160百万円

景気後退の影響による商談の減少や円高時の収益性低下による
一部商談の見送り等により海外売上高は減収
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販売費および一般管理費

販売費は医療機器専門メーカーとしての 「フクダ電子」 知名度向上を
図るため広告宣伝費が増加、会計処理変更に伴い研究開発費が増加
したが、その他経費を抑制

32,282

79 165

33,393

2009年03月実績 2010年03月実績

販売費 人件費 研究開発費

＋1.0％

＋60.4％

（単位：百万円）

＋3.6％

＋3.4％

1,211

-344

その他経費

-3.2％
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為替変動の業績への影響

約３２百万円の影響ＵＳ＄が１円変動した場合

約１６百万円の影響ＥＵＲが１円変動した場合

社内レート

通　貨
2010.03

（09年度）
2011.03

（10年度）

ＵＳ＄ 100 95

ＥＵＲ 130 130
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中期経営計画ローリング（連結）

社会的使命に徹し、

ＭＥ機器の開発を通じて、

医学の進歩に寄与する

経 営 理 念

医用電子機器メーカーとして、

安全・安心・快適を基軸とした

「お客様に信頼される企業」となり、

「呼吸・循環」のフクダ電子を確立する

経営基本方針
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中期経営計画基本方針

少子高齢化の進展と医療制度改革に伴う医療環境の変化
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中期経営計画ロードマップ

経
常
利
益

中期目標

経常利益

８０億円以上

〔利益拡大の推進〕
・ドメイン別事業展開の定着
・コア事業の確実な成長
・関連サービス事業の充実

〔戦略性の強化〕
・持続的成長に向けた新製品の積極投入

による戦略的取り組み

・海外事業運営体制の強化

〔安定利益の創出〕
・関連サービスを含めたお客様の

ベストパートナーの地位の確立

・海外事業運営体制の整備
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定量目標

７０億円

４２．９％

８０億円以上

３０％以上

連結
経常利益

配当性向
（連結）

２０１０年
３月期

（０９年度）

中期目標
２０１４年
３月期
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株主還元方針

配当政策

株主還元策は配当性向を重視し、積極的、継続的な
利益還元を行なうことを基本方針としております

基本目標

連結配当性向３０％以上を設定し、２００６年３月期
以降１株当たりの年間配当金８０円を継続しております

2007.3 45.7%
2008.3 48.5%
2009.3 40.8%
2010.3 42.9%

配当性向

1,534 1,539 1,539

1,477

1,400

1,600

2007.3 2008.3 2009.3 2010.3

配当金額推移（単位：百万円）
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中期経営計画の体系

現状の課題と今後の事業方針

中期目標 ２０１４年３月期 経常利益８０億円以上を達成する

ドメイン別事業展開の推進

開業医の「かかりつけ医」機能強化を支援

検査～治療～経過観察まで一貫した医療環境を提供病 院

診療所

事業課題

市場環境の変化に対応した事業展開を推進する
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平成２２年度診療報酬改定

１０年ぶりのネットプラス

診療報酬（本体） ＋1.55％（5,700億円）

平成22年度診療報酬改定のポイント

評価の充実と負担軽減による

医療の再建

入院医療へ優先的かつ重点的に配分
後方病床・在宅療養の機能強化
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病院市場に対する総合力強化

病 院

検査・治療・経過観察・疾病管理まで医療をバックアップ

オペ室・救急・ＩＣＵ・病棟へのラインナップを充実

虚血性心疾患の検査から治療・疾病管理

急性期医療の充実を目指す病院への製品力を強化

不整脈心疾患の検査から治療・疾病管理
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急性期病院へのラインナップを充実

NEW

病院向け新製品

新製品投入で急性期病院への提案力を強化

ベッドサイドモニタ
DS-8500

オペ室

セントラルモニタ
DS-7700

救急

聴覚誘発反応測定装置
AEPモニタ aepEXPLUS

オペ室

自動麻酔表記録装置
ORC-7000

ICU
病棟

ICU
病棟救急用カプノメータ

EMMA

NEW NEW
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「虚血性心疾患」を治す

自社開発カテーテル サイクロンのラインナップ強化により
さまざまな病変、手技に対応が可能

造影カテーテル
トレールシリーズ

検 査

虚血性心疾患のトータルマネジメント

治 療

高度狭窄病変に対応した通過性重視

ＰＴＣＡカテーテル サイクロン

ステントの拡張や石灰化病変等に
高耐圧型ＰＴＣＡカテーテル

サイクロン ハイプレッシャー

心臓カテーテル検査装置
MCS-9000

ストレステストシステム
ML-9000
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「不整脈疾患」を診る

正確な検査・解析、さらに治療後の疾病管理までサポート

治療

両室ペーシング機能付
植込み型除細器

植込み型除細動器
デジタルホルタ記録器

FM-190

ホルター心電図解析装置
SCM-8000

心臓リハビリテーション

検査 １ 検査 ２ 治 療 疾病管理

不整脈疾患のトータルマネジメント

心臓電気刺激装置
BC-1100

心臓カテーテル検査装置
MCS-9000ポリグラフシステム

NEW

NEW
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診療所「かかりつけ医」機能強化を支援

患者レポートの
充実

分かりやすい
検査指標

在宅治療の
疾病管理

※民間調査会社アンケートより

インフォームドコンセント充実への提案

インフォームド
コンセント

93%
丁寧な説明と
わかりやすさ

80%
医師の技術・
医療水準が高い

85%

多機能心電計
FCP-8221

NEW

血圧脈波検査装置
VaSera VS-1500Aシリーズ

電子式スパイロメーター
SP-350COPD

フクダホームケア
マネジメントシステム

NEW

※ ※ ※
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在宅医療の疾病管理を提案

フクダホームケアマネジメントシステム

酸素濃縮装置
FH-30/3L

パルスオキシメーター

フクダホームケア
マネジメントビュアー

FHM-02V

正確な処方判断への
情報を提供

インフォームド
コンセントも充実

生体情報と
機器動作状況を記録

在宅酸素療法の指導管理をより正確に！
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ＡＥＤガーディアン

携帯メールに異常を通知
いつでもwebで状態チェック

イザというときに使える安心と安全を提供

ＡＥＤを２４時間３６５日遠隔監視

NEW
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０７～０９年のレビュー

単位：百万円 2008.03 2009.03 2010.03

売上高合計 88,568 89,551 88,147

生体検査装置 23,907 24,486 22,899

生体情報モニター 7,301 6,189 6,070

治療装置 35,083 36,560 35,972

その他 22,274 22,314 23,204

【事業分類別　売上高推移】

88,568

89,551

88,147

87,000

88,000

89,000

90,000

2008.03 2009.03 2010.03

【売上高３ヵ年推移】単位：百万円

2009.03期比
からの

主な増収要因 主な減収要因

生体検査装置
血圧脈波検査装置

血球カウンタ
心電計関連

超音波画像診断装置

生体情報モニター 国内増加 海外減少

治療装置
在宅医療レンタル事業

自社製ＰＴＣＡカテーテル
ペースメーカー ・ 人工呼吸器

ＡＥＤ
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中期業績目標

2010.03
（09年度）

実績

2011.03
（10年度）

予想

2012.03
（11年度）

計画

2013.03
（12年度）

計画

88,147 89,500 91,000 92,500

3.5% 3.7% 4.0% 4.2%

7,006 7,000 7,300 7,700

7.9% 7.8% 8.0% 8.3%

5,652 5,800 6,000 6,200

5,813 5,900 6,000 6,100

3,216 3,500 3,500 3,500

単位：百万円

売 上 高

経 常 利 益

経常利益率

設 備 投 資
（キャッシュフローベース）

減 価 償 却 費
（キャッシュフローベース）

研 究 開 発 費

海外売上比率



［お断り］

この資料に記載されております業績予想数値は、当社および当社グループの事業に関連する業界の動向、国内外

の経済情勢、各種通貨間の為替レートの変動など、業績に影響を及ぼす要因について、現時点で入手可能な情報

に基づいての見通しであり将来に亘る部分については、皆様の投資のご参考に資するために、ご提供をさせて頂く

ものです。

同数値については市況、競争状況、新製品および商品の投入状況など多くの不確実な要因の影響を受け予想と異

なる結果になることが有るため、保証をお約束するものではありません。

以上のことを、ご認識頂き、ご活用をお願い致します

この資料に関するお問合せは、下記にお願いいたします。

経営企画部：福田 ・ 久野
ＴＥＬ：０３－５６８４－１５５８ ＦＡＸ：０３－５６８４－１５７７ email：info@fukuda.co.jp

２０１０年５月２１日 決算説明会・資料 証券コード：６９６０ Copyright 2010 Fukuda Denshi Corporation All right reserved


